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♂
ふ
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7
y自
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、

全
道
大
会
い
い
出
場
グ
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ニ
ュ
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テ
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第
三
田
町
級
会
定
例
会
は
‘
九
月

二
十
七
日
間
附
加
さ
れ
、
町
長
の
行
政

報
告
の
あ
と
委
貝
会
審
査
報
告
が

行
わ
れ
ま
し
た
.
そ
の
後
、
昭

和
六
十
三
年
度

一
般
会
計
補

正
予
算
、
簡
易
水
道
事
業

干
算
の

行
わ
れ
、

原
案
ど

決
承
認

川
今
月
は
、
趣
味
と
生
き
が
い
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
し
た
。

川

川
み
な
さ
ん
は
生
き
が
い
の
あ
る
充
実
し
た
毎
日
を
送

っ
て
い
ま
す
か
。
川

川
五
百
歩
族
と
言
っ
て
毎
日
テ
レ
ビ
ば
か
り
見
て
い
る
人
も
た
く
さ
ん
い
る

一

川
と
聞
き
ま
す
。
今
金
町
で
は
今
年
も
総
合
体
育
館
を
メ

l
ン
会
場
に
、
町

…

川
民
文
化
祭
が
賑
や
か
に
開
催
さ
れ
ま
す
。
あ
な
た
も
一
人
一
品
の
出
品
(
一

一

酬
人
一
芸
能
発
表
)
を
目
指
し
て
何
か
に
挑
戦
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
そ
し
て

一

川
限
b
れ
た
生
活
時
間
を
人
間
と
し
て
生
き
が
い
を
得
る
た
め
に
ど
う
使
う

…

川
か
、
ま
た
自
由
時
聞
を

，
自
己
を
高
め
る
e

た
め
に
気
負
わ
ず
、
あ
せ
ら

一

川
ず
、
地
道
に
今
日
か
ら
で
も
家
族
で
、
仲
間
で
、
サ
ー
ク
ル
に
入
っ
て
、

一

川
始
め
て
み
ま
し
ょ
う
。• a 

V
文
化
の
殿
堂
、
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー

博
物
館
の
建
設
計
画
は

文
化
活
動
向
拠
点
に
な
る
総
合
文

、

て

E

化
セ
ン
夕
、
博
物
館
町
望
在
、

川

u
o
E

今
金
町
総
合
計
画
に
載
せ
ら
れ
、
六

山山

i
H
E

g

十
五
年
に
博
物
館
、
六
十
六
年
に
は

い

制

措

司

5

総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
の
建
設
が
計
画

一

山

崎

か

ー

さ
れ
て
い
ま
す
。

沼
山
一
ユ
一

。

〈

〉

剖
刊
一
世
一

何
か
に

一
生
懸
命
打
ち
込
ん
で
い

M

M
札

J

i
zり輝
や
い
て
見
え
ま
す
。

m
R
E

い
ま
か
ら
で
も
退
く
は
あ
り
ま
せ
ん
。

は

7
刊

一剛
一

後
代
よ

[

一
皮
肉
人
生
輝
や
い
て
終

っ
て
み
ま

老

鴫

畑

せ
ん
か
。

s
i

41.2 

24.4 建芸者養

友人阜地主主の
人との交流

寡銭どのんび句
気まま U当面孟

仕事41.3 

O
委
員
会
審
査
報
告

・
隙
間
第

一
号

花
石
小
学
校
の
改

築
に
つ
い
て
陳
情
本
陳
情
に
つ
い

て
は
、
行
政
委
貝
会
及
び
地
械
の
諸

事
情
に
つ
い
て
、
な
お
慎
重
な
検
討

を
要
す
る
も
の
と
判
断
し
、

継
続
審

査
と
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

制
願
第
二
号
新
型
間
接
税
の
創

設
に
反
対
す
る
意
見
魯
提
出
に
つ
い

て
、
立
見
集
第
五
号
「
新
型
間
接
税

(出
資
税
)」に
対
す
る
裂
笠
意
見
mmu

一一
伯
、
採
択
さ
れ
附
係
機
関
に
送
付

さ
れ
ま
し
た
.

O
昭
和
六
十
三
年
度
岳
会
計
補
正

予
算

凸
附
凶
肘
)

歳
入
議
出
そ
れ
ぞ
れ
二
千
四
百
三

十
一
万
一
千
円
を
追
加
し
、
子
判
例
総

額
四
十
六
億
一
千
七
百
五
十
万
七
千

円
と
な
り
ま
し
た
。

⑩
問
問
問
岡
剛
闘
胤
剛

種
川
簡
易
水
道
配
水
管
移
設
工
事

外
で
七
百
二
十
八
万
円
が
追
加
さ
れ
、

予
算
総
額
一
億
一
千
八
十
二
万
円
と

な
り
ま
し
た
。

。
昭
和
六
十
二
年
度
各
会
計
歳
入

歳
出
決
算
認
定
に
つ
い
て

決
鈴
特
別
委
只
会
に
付
託
さ
れ
、

瀞
開削
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

O
つ
ぎ
の
と
お
り
非
舷
平
和
の
町

立
言
決
議
が
さ
れ
ま
し
た
。

10月19日の町民センタ 文化活動から

-v生き
が
い
の
あ
る
生
活

人
生
八
十
年
時
代
を
迎
之
、
余
暇

時
間
を
ど
う
有
効
に
使
、
っ
か
で
充
実

し
た
、
生
き
が
い
の
あ
る
生
活
が
で

き
る
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

趣
味
と
生
き
が
い
は
自
分
で
作
る

も
の
と
考
え
、
何
か
夢
中
に
な
れ
る

事
を
見
つ
け
る
こ
と
で
、
毎
日
明
る

い
人
生
、
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き

れ
ば
最
高
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

V
趣
味
を
と
お
し
て
仲
間
を
つ
く

ろ
う
現
在
、
今
金
町
文
化
協
会
加
盟
団

体
は
十
七
団
体
、
会
貝
数
三
百
五
十

三
人
が
各
々
の
分
野
に
お
い
て
、
大

変
す
ば
ら
し
い
活
蹴
を
し
て
お
り
ま

す
。
し
か
し
会
只
数
三
百
五
十
三
人

(
ダ
ブ
ル
で
入
っ
て

い
る
人
も
い
る
)

で
数
と
し
て
は
ま
だ
ま
だ
も
の
足
り

ま
せ
ん
。
し
か
も
会
只
の
多
く
は
女

性
で
、
男
性
的
会
只
数
は
少
な

い
肉

が
現
状
で
す
。

町
民
こ
ぞ

っ
て
ひ
と
り
一
学
習
を

し
て
、
そ
し
て
趣
味
を
と
お
し
て
多

く
の
仲
間
を
つ
く
り
‘
ふ
れ
あ

い
の

場
で
教
義
と
笑
顔
の
花
を
暁
か
せ
ま

f
レ
b
a
T
q
'

・

V
趣
味
の
充
実
は
ポ
ケ
予
防
に
な
る

魁
味
を
持
て
な
い
、
持
た
な
い

人

は
ポ
ケ
の
道
を
た
ど
り
や
す
い
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
反
面
、
物
ご

と
に
感
動
す
る
入
、
人
に
感
謝
す
る

• • 
こ
と
、
習
い
も
の
を
し
て
仲
間
が
い

る
入
、
い
つ
も
気
持
ち
の
若
い
人
は

ポ
ケ
づ
ら

い
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
。

ポ
ケ
に
な
る
か
な
ら
な
い
か
は
紙
一

虫
、
あ
な
た
の
心
が
け
し
だ
い
で
す
。

市
に
好
奇
心
と
感
動
を
持
つ
こ
と
は
、

脳
内
老
化
を
食
い
止
め
ま
す
。

趣
味
の
充
実
で
ポ
ケ
を
防
ぎ
ま
し

下
命
、
勺
，
F
O

-v
使
え
ば
使
う
ほ
ど
脳
細
胞
は
リ

フ
レ

ッ
シ
ュ

日
本
で
最
初
に
ノ
ー
ベ
ル
賞
を
受

賞
し
た
、
場
川
秀
樹
博
士
の
脳
細
胞

は
ど
の
く
ら
い
使
わ
れ
て
い
た
か
ご

存
じ
で
す
か
.
三
パ

ー
セ
ン
ト
し
か

使
わ
れ
て
い
な
か
っ
た
そ
う
で
す
。

脳
は
ど
ん
な
に
使

っ
て
も
疲
れ
な
い
、

疲
れ
を
感
じ
る
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は

神
経
で
す
。
脳
は
使
え
ば
使
う
ほ
ど

若
返
っ
て
溢
れ
る
こ
と
は
な

い
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。
あ
な
た
も
趣
味
と

生
き
が
い
を
求
め
て
、
い
ろ
ん
な
こ

と
に
挑
戦
し
て
脳
の
働
き
を
リ
フ
レ

y

y

ュ
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

た
だ
し
、
脳
細
胞
の
総
数
は
百
四

十
七
億
ほ
ど
あ
る
と
宮
わ
れ
ま
す
が
、

二
十
五
歳
過
ぎ
る
と
毎
日
、
十
万
個

自
然
消
滅
す
る
そ
う
で
す
。
し
か
も

毎
日
お
柄
を
飲
む
人
は
そ
の
倍
、
消

滅
す
る
と
雷
い
ま
す
か
ら
ご
注
意
闘

い
ま
す
。

〕2
 
〔

0.1 

6.3 

(%) 40 30 20 10 0 10 20 30・o (%) 
〈資料〉総浬府広級重「長嬉社会に関する世愉調査，1昭和制年9月調査)
対象 全国20・位以上回歳未満の者 5，000人

加盟図俸名 事務局 住所 電話番号

宮 道 愛 好 4 2 岡 島絹子 栄町 2 -0165 

戸マチユ戸無綜クラブ 護団安夫 舎金 2 -0211 

日写連北部信山安部 鈴木 捷 審界 2 -0111 

1じ 陽 画 4 E 近藤弘毅 害昇 2 -1430 

日革詩串学院岳E金雪量豆田 伊藤サツ 南町 2 -0425 
舎 金 民 箆 4 Z 原因みどり 東町 2 -1438 

舎金民語研友会 久保田勝 南栄 2 -0045 

百人一首クラブ 長浜 穂 八東 2-1641 

囲 基 同 野 4E  b 高畑秀樹 旭町 2 -0111 

将 倶 愛 信 品E 小隅生男 高美 2 -0920 

コールマミ 岩本 厚手 高美 2-1778 

クッキングサ←クル 多田平代子 末広 2 -0108 

北部櫨山音量協会合壷支部 稲木弘幸 末広 2 -0111 

1向J 8~ ~~ 句 A E 今村白井手 寒昇 2 -0025 

社交ダンスクラブ 小野任也 八幡 2 -0043 

力ナ1)17会北部槍山支部 加藤乃里彦 八幡 2-1843 

ちぎり給愛沼会 久保田常次 大和 2 -0674 

恒久平祁と安全を提現をすることは人顕共通円闘いであり、町民

的aレからの希求である.

瞳兵絡は 今回、人間とあらめる生命的存続に深割な脅威を与え

ている.

わたくしたちは 植兵略的隠絶と戦争の岐絶を訴えるも町である.

地球上から、 平和も、 量も、いのち も また美Lい山伊Iを絶やす

ことなく、提しい蝉土町白黙と盟かな文化を守り、 平和と安全な未

来をこどもた%に引き継ぐことは わたしたちの責任と荘務であり

ます.

わが国内「つくらず、持たず、持ち込ませずJ的非植三原則が完

全に実施され、あらゆる図的あら均る拡兵器内属杷棋兵器町全面

禁止を強〈求めるとともに.非紋世弊町実現を訴えるも何である.

ここに平和と安全な生活を求める岡民同闘いを結集Lて非肱平和

町まち今金町を立曾する.

国園

σヲ健Z

わからおい

園

+ 0.2 

3.7 

圏

非核 ・平和の町宣言決議

会

〕3
 
〔
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昭和田年 9 月27日

町金今道海北



来
年
二
月
全
日
本
フ
リ
l
ス
タ
イ
ル
ス
キ
ー

デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
開
催
pe

来
年
二
月
の
第
六
回
今
金

町
雪
ま
つ
り
に
全
日
本
フ
リ

ミ
d
l
ス
タ
イ
ル
、
ス
キ
デ
モ

・
1

ン
ス
ト
レ
ー
ン
ョ
ン
が
開
催

下

き
れ
ま
す
。
そ
の
打
合
せ
に

十
月
六
日
今
金
町
出
身
工
藤

待

千
津
子

(末
広
町
水
野
義
雄

ー
ー

さ
ん
長
女
、
全
日
本
選
手
権

昌

三

一
回
優
勝
、
そ
の
他
国
際
大

A

V

'

会
で
活
縦
)
さ
ん
夫
聾
が
役

-a
場
を
訪
れ
ま
し
た
。「
今
金
町

人
逮
に
本
物
の

フ
リ
ー
ス
タ

イ
ル
ス
キ
ー
を
兄
て
楽
し
ん

今
金
消
防
第

一
分
団
は
、

秋
の
火
災
干
防
運
動
期
間
中

の
十
月
十
六
日
秋
季
防
火
査

察
と
演
習
を
五
+
名
出
動
し

て
実
施
し
て
い
ま
し
た
。

朝
、
晩
が
め
っ
き
り
寒
く

‘、‘.tu 
と演習の実施

影
絵
同
師
会
つ
ぶ
っ
ぺ

(会

お見せします、楽しい影絵
五 らしれ園育ポ ぷ 子 三 貝
十こ大て、、所ラ吉 ぷ 校は
九円変、楽小、ン田小子
年岡、子し百光テ智西 ♂ 中
に好喜供い合のイ子相J幅.lli.
結会ばた影保里ア ぷ 代容紀
成つれち絵育学で )ぷ 子子
をよてやの困闘各は坪 んさんさ
しつど父公等、 季 、凹藤佐
、ヘミ王母演を ZJJ節也I玲川々
JRiiは九かを訪稚保年子町I木

レコレ

で
い
た
だ
き
た
い
U

と
話
し
て
お
り

ア

ま
し
た
。

間

年
々
す
ば
ら
し
く
主
る
雪
ま
つ
り

に
花
を
添
え
る
大
会
で
、
来
年
二
月

の
雪
ま
つ
り
が
楽
し
み
で
す
ね
。

な
り
、
各
家
庭
で
は
ス
ト
ー
ブ
が
た

か
れ
る
こ
の
時
期
、
市
内
千
六
百
戸

を
く
ま
な
く
防
火
査
察
し
て
お
り
ま

し
た
。
指
摘
件
数
は
百
六
件
で
、
そ

町
主
な
も
の
は
煙
突
の
破
損
、
キ
レ

ツ
と
屋
外

L
P
G
ガ
ス
ボ

ン
ベ
何
回

定
方
法
的
不
適
で
し
た
。

間

演
習
で
は
小
隊
訓
練
と
実
際

る

の
火
事
に
そ
な
え
た
放
水
訓
練

が

を
機
敏
な
動
作
で
く
り
返
し
く

知

り

返
し
実
施
し
て
お
ま
し
だ

に

み
ん
な
で
火
の
始
末
等
に
気

糊

を

つ
け
、
火
災
を
無
く
し
、
明

削

る

い

年

を
迎
え
る
よ
っ
に
い
た

し
ま
し
ょ
う
。

一
回
、
夜
、

勤
務
を
終
え
て
か
ら
練

• • 

明
山
を
し
、
公
山
酬
が
近
く
な
る
と

一
迎

聞
は
毎
日
練
習
を
す
る
そ
う
で
す
。

主一
な
出
し
も
の
は
、
へ
ン
デ
ル
と
グ

レ
l
テ
ル
、
き
る
か
に
、
七
匹
町
小

や
さ
、
ね
ず
み
の
ロ
険
等
で
す
。
要

紛
が
あ
れ
ば
何
処
に
で
も
行
く
そ
う

で
す
。
一
囲
内
公
演
は
、
二
つ
の
出

し
も
の
で
四
十
分
で
す
。
み
な
さ
ん

一
度
、
楽
し
い
影
絵
を
ご
覧
に
な

っ

て
み
て
下
さ
い
。

交
通
事
故
絶
滅
を
め
ざ
す

'88オール桧山セーフティパレード

パレードに出発する指導車

こ発 発 町しの ililJる
とすこバま、交 mJ~寸
がるのレで今通fIl1を安
期交セ!の金安中目全
待通|ド管町全の的で
さ ZjJフが内か指九に 住
れ故テ行九ら導丹、み
まのイわ町出事 二 秋よ
す樹 パ れを発が十円い
。止レま交し 一 九交郷
め I l通て同日通土
にドた安上に、安を
なが .全ノ結管全つ
る統 啓国JIl内速く 属功を輔うて町畳と圏い彊手の工車夫書

地域おこし職員セミナー開催される

「
地
域
内
特
色
を
生
か

し
た
町
づ
く
り
」
を
テ
ー

マ
に

4
月
十
三
日
役
場
中

略
枇
只

(女
子
五
名
を
含

む
)
二
十
名
を
集
的
、
東

京
同
地
域
開
発
研
究
所
の

主
任
研
究
以
を
講
師
と
し
て
、
午
後

三
時
か
ら
八
時
ま
で
夕
食
を
は
さ
ん

で
セ
ミ
ナ
ー
が
閉
山
聞
き
れ
ま
し
た
。

内
谷
は
、
講
師
に
よ
る

一
般
的
な

町
お
こ
し
の
手
法
が
述
べ
ら
れ
、
ま

た
町
お
こ
し
に
成
功
し
た
宮
城
県

鹿
児
島
県
内
二
町
の
例
を
ス
ラ

者

イ
ド
に
よ
る
説
明
が
あ
り
ま
し

時

た
。
そ
の
あ
と
受
講
者
を
四
班

ι
に
分
け
「
地
域
づ
く
り
の
テ
ー

を

マ
」「
テ
!
?
に
込
め
ら
れ
た
将

帥
来
の
姿
」「
将
来
像
を
支
え
る
主

暗

要
施
策
」
の
羽
目
毎
に
グ
ル

l

動

プ
肘
識
が
行
わ
れ
、
各
班
特
色

雌
あ
る
町
づ
く
り
の
発
表
が
行
わ

討

れ
‘
そ
れ
に
対
す
る
質
問
が
浴

ぴ
せ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

最
後
に
講
師
に
よ
る
ま
と
め
が
行

わ
れ
、
『行
政
戦
只
は
町
づ
〈
り
の
プ

ロ、

一
人

一
人
興
し
か
ら
始
ま
る
.

み
な
さ
ん
は
、
今
金
の
町
の
空
気
を

体
得
、
今
金
の
今
後
を
考
え
て
行
く

下
地
を
体
得
し
て
い
る
、
顕
を
フ
ル

回
転
し
て
、
特
色
あ
る
地
蹴
お
こ
し

に
町
民
的
期
待
に
こ
た
え
て
下
さ
い
じ

と
結
ん
で
い
ま
し
た
。

こ
の
セ
ミ
ナ

ー
が
庁
内
の
活
性
化
と
町
お
こ
し
の

起
爆
剤
に
な
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま

す
。

(4) 

本
好
き
な
子
供
た
ち
に

め
ぐ
み
文
庫
を
つ
く
っ
て
下
さ
い

今
年
も
今
金
特
産
男
爵
イ
モ

本
州
送
り
盛
ん

広
報
十
月
号
で
ご
紹
介
し
ま
し
た
、
商
工
団
地

の
伊
藤
綾
子
さ
ん
の
自
主
出
版
「生
命
あ
る
限
J

が
完
売
に
な
り
ま
し
た
e

伊
藤
さ
ん
は
そ
の
報
告

と
お
札
を
策
て
役
場
を
訪
れ
ま
し
た
。「
め
ぐ
み
の

良
い
供
養
に
な
り
ま
し
た
@
お
か
げ
線
で
皆
槻
に

こ
の
よ
う
に
泣
き
れ
、
惜
し
ま
れ
娘
も
き

っ
と
喜

こ
ん
で
い
る
こ
と
と
思
い
ま
す
U

と
述
べ
ら
れ
、

本
好
き
な
子
供
た
ち
に
"
め
ぐ
み
文
庫
u

を
つ
く

っ
て
下
さ
れ
ば
と
多
創
的
寄
付
内
申
し
出
が
あ
り

町
で
は
本
に
変
え
て
受
け
取
り
、
町
民
セ
ン
タ
ー

二
階
図
書
室
に
。
め
「
み
文
時
ア
を
設
け
る
予
定

で
す
。
そ
町
と
き
は
め
ぐ
み
さ
ん
円
良
い
供
養
と

今
金
股
協
で
は
、
九
月
初
め
か
ら
十
二
月
二
十
四
日
頃
を
目
途

に
本
州
等
へ
の
男
爵
イ
そ
の
出
荷
が
始
ま
り
ま
し
た
。
今
年
内
出

来
は
平
年
作
で
価
格
も
昨
年
並
み
に
維
持
さ
れ
る
見
込
み
と
関
係

者
は
話
し
て
お
り
ま
し
た
。
+
月
中
旬
か
ら
選
別
等
の
女
工
さ
ん

一
日
百
名
近
く
を
服
用

L
.
食
用
の
九
湖
町
男
爵
イ
モ
が
東
京
、

的
問
、
沼
津
町
関
東
方
簡
を
中
心
に

一
日
当
り
三
千
勺

(
二
十
銭

入
り
)
が
出
桁
さ
れ
て
い
ま
す
.
冬
場
内

一
月
十
日
か
ら
三
月
三

十

一
日
頃
に
も
女
工
さ
ん
凹
+
名
程
度
を
服
用
干
定
で
本
州
送
り

が
続
け
ら
れ
ま
す
。
枇
終
的
に
は
八
千
J
四
十
万
勺
町
出
荷
予
定

で
す
.

ま
た
、
極
イ
モ
に
つ
い
て
も
八
割
の
二
千
J
が
十

一
月
中
旬
を

目
途
に
静
岡
県
、
愛
知
川
附
に
連
日
出
荷
さ
れ
て
い
ま
す
.

， . • 

思
っ
て
本
を
耽
ん
で
下
さ
い
。
き

っ
と
天
固
め
め

ぐ
み
さ
ん
も
よ
ろ
こ
ん
で
く
れ
る
で
し
ょ
う
。

今
金
男
爵
イ
モ
は
、
銘
柄
品
と
し
て
品
質
、
昧
と
も
良
く
、
本

州
を
中
心
と
し
た
各
市
場
で
取
引
さ
れ
、
消
山
日
者
向
好
評
を
得
て

い
ま
す
。

信題7Vコtノ

発足30周年を祝う

も発行立派な記念誌

市
美
町
々
内
会
は
今
年
で
発
足
三
十
周
年
を
迎
え
九
月
十

八
日
老
人
柄
祉
セ
ン
タ
で
三
十
周
年
式
典
と
祝
幻
会
を
開

似
し
ま
し
た
。

同
美
町
が
発
足
し
た
の
は
‘
昭
和
三
十
四
年
三
月

一
日
で
、

町
名
門
由
来
は
、
正
田
美
智
子
さ
ん
が
結
婚
さ
れ
た
年
で
あ

り
、
古
美
町
に
あ

っ
た
今
金
高
校
の

「高
」
と
美
智
子
さ
ん

の
寸
美
し
を
と
り
高
美
町
と
命
名

さ
れ
ま
し
た
。
発
足
当
時
は
全
戸

数
八
戸
で
囲
り
は
高
校
の
外
は
原

誌

野

と
畑
が
主
で
し
た
。
四
十
六
年

念

に
連
合
町
内
会
総
会
で
十
九
町
内

E
 
日

会
が
十
五
町
内
に
統
合
さ
れ
、
間

同

英
町
は
開
運
町
同

一
部
と
合
併
。

行

五
十
六
年
に
は
百
五
戸
と
戸
数
が

発

膨
句
み
現
在
は
百
十

一
戸
で
す
。

こ
の
問
、
五
十

一
年
に
町
内
に
総

合
体
育
館
が
完
成
、
五
十
二
年
に

今
金
幼
稚
図
、
五
十
四
年
に
布
美

箱詰めしトラッヲ使に積上げる

公
園
‘
五
十
八
年
に
老
人
福
祉
セ
ン

タ
ー
が
で
き
て
社
交
、
ス
ポ
ー
ツ
交

流
の
場
と
し
て
の
恵
ま
れ
た
環
境
施

設
が
と
と
伺

っ
た
町
内
に
変
避
し
ま

し
た
。

式
典
、
祝
賀
会
で
加
藤
町
内
会
長

が
発
足
以
来
一二
十
周
年
同
歩
み
を
振

り
返
り
、
「
こ
れ
か
ら
も
地
域
住
民
的

福
祉
増
進
と
今
金
町
全
体
を
夢
と
ロ

マ
ン
の
あ
る
活
力
あ
る
町
づ
く
り
を

続
け
た
い

」
と
、
新
た
主
決
意
を
述

べ
て
い
ま
し
た
.

記
念
誌
は

B
4
判、

三
十
六
円。

写
真
や
沿
革
、
歴
代
役
只
名
、
思
い

出
な
ど
が

つ
づ
ら
れ
て
お
り
、
全
戸

に
配
布
さ
れ
ま
し
た
.
廿
川
英
町
が
他

町
内
会
的
範
と
し
て
、
ま
す
ま
す
発

展
さ
れ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
.
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まつりを盛り上
げて〈れた小笠
原アナウンサー
(N H K) 

パイキンダコーナー

. '. 

:金
見せて〈れま Lた伝統芸能

熊石町相沼少年組

子供餅っき大会 ふるさと自慢今金町の熱演
番町の熱唱、熱演に拍手と熱いまなざLを送る 娠う桧山管内特産品即売コーナー
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音の違いはどうしてできる?

-物体に備わった特定の固有銀副敏

物体が振動すると、その振動は空気の粗密波

を作り、わたしたちの耳に聞こえます。この振

動には、ピアノやギターの弦のような横振動と、

梯が伸ぴ縮みして振動する縦振動とがあります。

弦が強力と長さと材質によって一定的周波数

で振動するように、物には固有振動数という特

定的振動周波数があ ります。この固有振動数は、

物の材質や形状によって異なります。

例えば、木琴は固有振動数を木の長きで変え

ていますが、支持の位置やたたく場所によって

も音が変わります。また、振動向減衰が早い木

に比べて、棒状の金属は振動の持続時間1が長く

なります.さ らに、糸で棒の重心をしばって水

平にし、糸の片方を耳の穴につけてつり下げれ

ば、もっと大きな音で開〈ことができます。

わたしたちは、音を機械

的に聞くだけでなく、周りの

いるいろな音から特定の音だけを

附〈ことができます。小きな音にもか

かわらず選び出して聞いたり、左右の耳に音が

届くわずかな差を感じて、音i原町方向がわかる

能力もも っています。

また、具なった商さの 2つの音を聞いて、心

地よく感じる場合とそうでない場合があります。

心地よい音の組み合わせをいろいろ取って、現

在的音階が作られました。このように人聞は、

音によって感村tが変わる些かな機能をもってい

るのです。

生まれた時の赤ちゃんの泣き声はハ長調のラ

の音が多いといわれています。お母さんが赤ち

ゃんの泣き戸を聞くと、夜中でもすぐ目が覚め

るのは、この音町商さと音質に関係があるよう

です。子供が大きくなっても、家の中で大きな

声を出して遊んでいるとお母さんがイライラす

るのは、この本能の名残りかもしれませんね。

• • 

画
副
司
圃
圃
圏

火
山
科
学
館
を
見
学
し
て

今
金
小
五
年
米
山

緑

九
月
十
七
日
の
土
陥
日
に
秋
遠
足

が
あ
り
、
パ
ス
で
洞
爺
へ
行
き
ま
し

た
。
そ
し
て
最
初
に
火
山
科
学
館
を

見
学
し
ま
し
た
。
入
口
で
先
生
に
バ

ン
プ
レ

y
ト
を
も
ら
い
ま
し
た
。
入

っ
て
す
ぐ
に
、

火
山
灰
を
か

ぶ
っ
た

町
長
さ
ん
の
公
用
車
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
し
て
，
体
験
室
e
と
い
う
場
所
の
「
有

珠
山
」
「
洞
爺
湖
」
「
昭
和
新
山
」

な
ど
の
パ
ノ
ラ
マ
棋
型
の
あ
る
場
所

で
H

有
珠
山
内
火
山
記
録
H

の
映
画
を

⑤
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見
ま
し
た
。
初
め
は
、
ゴ
ロ
ゴ
ロ
ド
ン

ド
ン
と
、
稲
一
世
が
走
る
よ
う
な
音
が

し
て
び

っ
く
り
し
ま
し
た
。
床
が
ガ

タ
ガ
タ
す
る
ほ
ど
大
き
な
音
で

L
P
、

あ
と
で
石
が
こ
ろ
げ
落
ち
る
音
が
し

て
、
山
や
湖
が
ば
あ
っ
と
赤
く
な
り

ま
し
た
。
熔
山
石
が
流
れ
た
様
子
だ
と

思
い
ま
し
た
。
映
画
を
見
て
い
る
と
、

火
山
灰
が
宙
の
よ
う
に
つ
も
っ
て
、

大
雨
が
ふ
り
、
そ
の
泥
流
に
流
さ
れ

て
三
人
向
犠
牲
者
が
出
た
そ
う
で
す
。

そ
の
時
の
町
内
様
子
は
ひ
ど
い
も
の

で
し
た
。
道
路
や
革
、
木
は
ど
れ
も

早
く
仕
事
に
馴
れ

役
立
ち
た
い

今
春
、
地
元
円
高
校
を
卒
業
し
て

北
海
道
銀
行
今
金
支
庖
に
勤
め
ま
し

た
。
「銀
行
で
は
、
営
業
係

(
為
替
)

-
を
担
当
し
て
お
り
ま
す
。
毎
日
、
忙

一
が
し
い
け
れ
ど
そ
の
分
や
り
が
い
が

あ
る
と
思
っ
て
が
ん
ば
っ
て
い
ま
す
。

早
く
仕
事
に
馴
れ
皆
様
の
お
役
に
立

ち
た
い
と
思

っ
て

い
ま
す
。
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
U

南
川
さ
ん
は
、

-m
mで
牒
業
を
営
む
盟
さ
ん
の
四
人

.
姉
妹
の
長
女
で
す
。
趣
味
は
、
説
啓

と
ド
ラ
イ
ブ
を
楽
し
む
と
云
う
現
代

的
な
可
愛
く
て
明
る
い
娘
さ
ん
で
す
。

南
川
さ
お
り
♂
側

-盆眉が裂でる幻想的な世界

金属を軽くたたいてみましょう。どんな音が

聞こえますか。鐙の音ですか。

金属の棒よりもフォークやスプ ンのほうが

変わった音がします。細くて長〈複雑な形のほ

うが、何ともいえない趣のある古ーにな ります。

家にあるもので試してみてください。そして静

かに幼恕的な世界をきまよってみませんか。
暗躍

灰
を
か
よ

っ
て
ね
ず
み
色
で
す
。

し
か
し
、
町
を
前
の
よ
う
に
も
ど

そ
う
と
、
山
に
は
へ
リ
コ
プ
タ
で

極
ま
き
を
し
た
り
、
道
路
町
灰
を
水

で
流
し
た
り
す
る
町
民
的
努
力
が
今

め
よ
う
な
き
れ
い
な
町
を
つ
く
っ
た

ん
だ
と
思
い
ま
し
た
。
映
画
が
終
わ

る
と
、
火
山
の
た
め
に
使
え
な
く
な

っ
た
ピ
ア
ノ
、
車
が
お
い
て
あ
る
展

示
室
を
見
学
し
ま
し
た
。
何
ん
だ
か

火
山
と
い
う
の
は
お
そ
ろ
し
く
、
災

害
に
あ
っ
た
人
的
苦
労
が
考
え
き
せ

ら
れ
ま
し
た
。
私
が
築
際
に
火
山
の

噴
火
に
あ

っ
た
場
合
、
冷
静
に
な
れ

る
か
ど
う
か
と
思
い
ま
し
た
。

今
度
、
洞
爺
へ
行
っ
た
時
は
も
う

一
度
よ
っ
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

「
み
ん
怠
の
広
場
L

は
、
町
民

の
皆
さ
ん
に
投
稿
し
て
い
た
だ
い

た
作
品
を
紹
介
し
た
り
、
皆
さ
ん

の
伝
言
を
お
手
伝
い
い
た
し
ま
す
。

ち
ぎ
れ
絵
愛
好
者
募
集

ち
ぎ
れ
絵
愛
好
会

(久
保
田
常
次

代
表
)
で
は
、
ち
ぎ
れ
絵
愛
好
者
を

募
集
し
て
い
ま
す
。
対
象
は
見

・
女

年
齢
は
聞
い
ま
せ
ん
。
教
室
は
毎
月

二
回
町
民
セ
ン
タ
ー
で
午
後

一
時
三

十
分
か
ら
四
時
ま
で
.
問
い
合
わ
せ

は
久
保
回
出
次
さ
ん

(
宮

2
1
0
6
7
4
)

〕8
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が
催
さ
れ
ま
す
.

と
こ
ろ
で
‘
文
化
と
は
何
か
と

聞
か
れ
る
と
む
ず
か
し
い
の
で
す

が
、
こ
の
言
葉
は
な
ん
と
な
〈
快

十
一
月
三
日
は
文
化
の
目
。
昭
い
響
き
を
も
っ
て
い
る
の
で
、
か

和
二
十

一
年
(
一
九
四
六
年
)
の
っ
て
、
わ
た
し
た
ち
の
身
の
回
り

こ
の
日
に
新
憲
法
が
公
布
さ
れ
、

に
は
文
化
住
宅
、
文
化
包
丁
、
文

日
本
が
戦
争
放
棄
宣
言
を
し
た
の
化
鍬
な
ど
、
文
化
と
い
う
言
葉
が

を
記
念
し
て
、
平
和
へ
の
意
思
を
は
ん
ら
ん
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

基
礎
と
し
た
文
化
を
す
す
め
る
た
そ
し
て
、
最
近
は
第
三
の
文
化

め

に

制

定

さ

れ

た

国

民

的

祝

時

代

と

も

い

わ

れ

て

い

ま

す

。

日
で
す
。

.

.

.
 
ま
ず
明
治
維
新
の
文
明
開
化
、

こ
の
日
は
昔
の
明
治
節
と

一
口
・
・

次
に
戦
後
の
文
化
国
家
建
設
、

同
じ
固
な
の
で
、
ご
年
配
的

U
州

a・
そ
し
て
、
い
ま
は
経
済
優
先

方
向
中
に
は
、
明
治
時
代
に

fmM凶
・

か
ら
文
化
優
先
的
時
代
へ
、

文
明
開
化
が
始
ま
っ
た
の
に

以

自

固

と
い
う
わ
け
で
す
。

ち
な
ん
だ
日
と
思
っ
て
い
る

り
出
E
・

そ
れ
に
し
て
も
、
ゆ
と
り

方
も
い
る
よ
う
で
す
。

4
m制
・
圃

が
な
く
て
は
文
化
ど
こ
ろ
で

文
化
的
日
を
中
心
に
、
文

・
・
聞

は
あ
り
ま
せ
ん
。
十
一
月
は
、

化
勲
章
の
授
与
式
、
芸
術
祭
、

1

1
11

「
ゆ
と
り
創
造
月
間
」
で
す
。

国
民
体
育
大
会
な
ど
が
行
わ
れ
る

昭
和
六
十
年
十
月
十
五
日
町
経

ほ
か
、

各
地
で
さ
ま
ざ
ま
な
行
事
済
対
策
閣
僚
会
議
で
、
内
需
拡
大

に
関
す
る
対
策
と
し
て
週
休
二
日

制
普
及
の
た
め
に
、
十

一
月
を

「
ゆ
と
り
創
造
月
間
」
と
す
る
こ

と
が
決
め
ら
れ
ま
し
た
.

こ
の
期
間
に
全
国
縦
断
ゆ
と
り

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
主
要
都
市
で
開

蜘

俄
さ
れ
ま
す
.

一

• • 岳、秋吉納f露2秋t赤ま朝2
州4時与骨弓し時』と干IJX
な雨れのと雨れんの
る五度iど 7 ぽ少=
夫2勺旨衣ぇ戸主ネ 日E年f
ののに締長キ町献露3
臼宇米品遊君り ン大古の
挽υをよ墜古人E工〈路t
き鍋ミ秋吉〈形1の怠Z
秋tにの入号固め必Tぐ
日σ踏と蝶1院:をき
和育ぎ す伏ふ1'r曾

せに
て

藤
村

徳
歳

今
村
白
井
子

斉
藤

み
ち

芳
賀
あ
き
え

伊
藤

翠

女

杉
本

あ

い

石
井
智
恵
子

利別俳句4

句俳jd象@議~-----置関…-)
; 附)1¥晶子 E盛山;

jqiiIIJJSF掴 j
i回開図醐馳蹴民 1 ..鈴木愛未九 i 

jFぎ究臨i点:112j712;22;
~:且 一目 lられています。この頃 、i
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i 
明ある日のあなた*ー写真をさ Lあげます

'v
除
雷
車
の
運
転
手
を
募
集

町
で
は
除
雪
車
運
転
の
臨
時
職
員

を
次
の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。

・
雇
用
期
間
十
二
月
二
十
一
日

1

翌
年
三
月
二
十
日
ま
で

雇
用
人
貝
十
二
名

・
申
込
期
間
十
一
月
七
日

1
同
二

十
五
日
ま
で

申
込
先
役
場
建
設
課
管
理
係

・
選
考
方
法
書
類
選
考
と
し
ま
す

の
で
履
歴
書
と
免
許
証
の
写
し
を

添
え
て
提
出
し
て
下
さ
い
。

〈
建
設
謀
官
理
係
〉

'v
道
々
英
利
河
島
牧
線
の
通
行
に
つ

い
て道
々
美
利
河
島
牧
献
は
現
在
未
完

成
の
た
め
通
行
で
き
ま
せ
ん
。
や
む

え
ず
通
行
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

き
は
、
左
記
に
申
し
出
て
承
認
を
得

1月みんなの健

て
下
さ
い
。

戸
い一言

一
、
函
館
開
発
建
設
部
瀬
棚
道
路
総

合
事
業
所

(
8
7
1
3
1
0
3
)

一
、
今
金
町
役
場
建
設
課
(
含

2
1

0
1
1
1
)
 

V
昭
和
六
+
=
一
年
度
機
動
職
業
訓
練

受
講
生
の
募
集
に
つ
い
て

季
節
的
に
働
く
方
を
対
象
と
し
た

冬
期
聞
の
短
期
職
業
訓
練
を
本
年
度

も
実
施
し
ま
す
の
で
、
受
講
を
希
望

す
る
方
は
左
記
に
よ
り
役
場
商
工
観

光
課
ま
で
お
申
し
込
み
下
さ
い
。

戸
U一一一三口

一
、
今
金
町
に
居
住
し
(
出
稼
者
含

む
)
、
か
つ
雇
用
保
険
特
例
受
給
資

格
を
有
す
る
人
(
た
だ
し
、
当
該
訓

練
受
講
後

一
年
を
経
過
し
な
い
人
は

受
講
で
き
ま
せ
ん
J

二
、
訓
練
期
間
自
昭
和
六
四
年
一

月
十

一
日
i
至
昭
和
六
四
年
三
月
二

十
八
日
ま
で

二
一、
訓
練
場
所
付
測
量
科
労
働

会
館
(
旧
母
と
子
の
家
)

口
配
官
科
今
金
町
建
築
技
能
者
会

{呂自四
、
訓
練
科
目
及
び
定
員

H
測
量
科

二
十
人

口

配

管

科

十

人

五
、
申
込
締
切
目

昭
和
六
三
年
十
二
月
五
日

六
、
受
講
上
の
特
典
雇
用
保
険
特

例
受
給
資
格
者
で
職
業
安
定
所
の
指

示
に
よ
り
職
業
訓
練
を
受
講
す
る
場

• • 
合
、
指
示
日
(
昭
和
六
=
一
年
十
二
月

三
十
日
)
よ
り
訓
練
終
了
ま
で
雇
用

保
険
金
が
給
付
延
長
さ
れ
ま
す
。

七
、
そ
の
他
詳
し
い
内
容
に
つ
い

て
は
、
役
場
商
工
観
光
係
に
お
尋
ね

く
だ
さ
い
。
宮
2
1
0
1
1
1
(内
組
出
番
)

V
ふ
る
さ
と
自
慢
う
た
自
慢

全
道
大
会
テ
レ
ビ
放
送
に
つ
い
て

十
一
月
五
日
道
厚
生
年
金
会
館
に

お
い
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
、
市
町
村

対
抗
ふ
る
さ
と
自
慢
う
た
自
慢
全
道

大
会
の
放
送
が
十
一
月
十
九
日

ω午

後
七
時
二
十
分
N
H
K
テ
レ
ビ
か
ら

放
送
に
な
り
ま
す
。
ご
期
待
下
さ
い
。

V
昭
和
六
十
三
年
度
赤
い
羽
根
共
同

募
金
運
動
に
つ
い
て

今
年
も
「
わ
か
ち
あ
う
幸
せ
」
を

ス
ロ
ー
ガ
ン
に
十
月

一
日
か
ら
十
二

月
三
十
一
日
ま
で
赤
い
羽
根
共
同
募

金
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
み
な
さ
ま

の
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

〈
今
金
町
社
会
福
祉
協
議
会
〉

V
個
人
事
蝶
税
・
第
ニ
期
分
の
納
期

限
は
+
一
月
三
十
日

個
人
事
業
税
は
、
個
人
が
事
業
を

行
っ
て
い
る
場
合
に
、
そ
の
所
得
に

対
し
て
謀
税
さ
れ
る
道
税
で
す
。

十

一
月
十
五
日
か
ら
三
十
日
ま
で

は
、
第
二
期
分
の
納
期
と
な
っ
て
い

ま
す
。
納
税
通
知
書
は
、
八
月
に
送

付
し
て
い
ま
す
の
で
、
お
手
元
町
納

付
啓
を
お
確
め
の
う
え
、
銀
行
、
郵

便
局
な
ど
で
納
期
内
に

納
め
て
く
だ
さ
い
。
ま

た
、
納
税
に
は
、
便
利

で
確
実
な
口
座
娠
替
を

ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

詳
し
く
は
、
桧
山
支
庁

税
務
課
へ
お
尋
ね
く
だ

さ
い
。

〈
桧
山
支
庁
税
務
課
〉

V
郵
便
難
務
取
扱
い
の

変
更
に
つ
い
て

極
川
郵
便
局
で
取
扱

っ
て
い
ま
し
た
郵
便
の

集
配
や
貯
金
・
保
険
の

集
金
事
務
は
、
十
月
三
十
一
日
か
ら

今
金
郵
便
局
、
花
石
郵
便
局
に
お
い

て
行
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

な
お
、
花
石
郵
便
局
か
ら
配
達
等

す
る
区
域
は
、
住
吉
、
奥
沢
、
上
程

川
で
そ
の
他
の
区
域
は
す
べ
て
今
金

郵
便
局
か
ら
配
達
等
を
行
い
ま
す
。

〈
花
石
・
今
金
郵
使
局
〉

V
知
っ
て
下
さ
い
極
左
の
実
態

お
寄
せ
下
さ
い
極
左
の
情
報

極
左
暴
力
集
団
は
普
良
市
民
を
装

っ
て
ア
パ
ト
・
マ
ン
シ
ョ
ン
貸
家

な
ど
に
潜
伏
し
て
い
ま
す
。

・
居
住
地
で
は
笹
戒
心
円
強
い
暮

し
ぶ
り

・
職
場
で
は
孤
立
し
た
仕
事
よ
り

心
当
た
り
の
あ
る
方
は
、
寸
極
左

一
一
O
番
函
館
0
1
3
8
!
日
1

0

1
 
0
 
1
 
{
 

社会福祉協議会だより 63咽 10. 9 

議先の里学園、豊寿圏、社全福祉協謹告へ多額の

ご寄附ありがとヲございました.
(敬称略)

〈厚沢部町〉 〈畢万部町〉 荒井普作

府調I佐会福祉師会 長万部Jl)位場 大企啓太郎

北島武雄 〈江華町〉 石井照子

士宮久世 江差町世場 向井龍雄

〈札幌市〉 〈北桧山町〉 立正世正会青年部

富田和子 尾野芳吉 部長赤川彰

手稲二の英軍 〈今壷町〉

〈面瞳市〉 犬壇アサ子

佐藤昌泊 荒井栄子

NHK函館放送局 松永ツナ

1
1
0
」
か
北
桧
山
町
警
察
署
ま
で

ご

一
報
下
さ
い
。

-v
電
気
計
器
の
手
メ

l
タ
の
検
定
を

受
け
ま
し
ょ
う

貸
ビ
ル
や
ア
パ
ト
等
で
、
電
気

料
金
を
配
分
す
る
た
め
の
子
メ
ー
タ

は
、
検
定
に
合
格
し
た
も
の
を
使
用

し
て
下
さ
い
。
検
定
を
受
け
て
い
な

い
も
の
、
検
定
を
受
け
た
も
の
で
も

有
効
期
限
が
切
れ
て
い
る
も
の
は
、

使
用
を
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

く
わ
し
い
こ
と
は
お
近
く
の
電
気

工
事
庖
ま
た
は
函
館
地
区
電
気
工
事

業
協
同
組
合
一

8
0
1
3
8!
5
f
2
1
8
2
)

に
ご
相
談
下
さ
い
。

-v
献
血
の
お
知
ら
せ

十

一
月
十
七
日
肘
役
場
前
9

曲。

M

回
、
農
協
事
務
所
横
H

出

1
同

凹

ま

で

• • 

¥ JJi 目 対華者 実施日 時 間 対草地区 実施全場 備 考

1日ω。 畳付時間 下地区幼児 国 f'< 病 院13:20-13:30 

① 3臨混合予防接種 生桂 24-48ヶ月児 2日付。
受付時IUI

市商地幼児 今金町民センタ 第 1WI 3回目
12: 50-13: 00 

4日幽
畳付時IUI

上地区幼児 極川小学校
12: 50-13: 00 

9 :30-10:45 極川生活館
11: OO-ll: 30 

健111、盟畳
南盟畳会館

7日開
13: 15-14: 00 

八束、盟国
八束初田部沼会館

14: 15-15: 05 盟国生活館
15: 15-15: 55 金原、八鈴 鈴金生活改善セノター
16:05-16:35 八持集務センタ

9:00-11:40 19: :t.&i fjiJ 
8日(刈 13: 15-15: 30 司釘 t也 老人福祉センター

15: 40-17: 00 町民センタ ー

9 : 30-9 : 50 光台部落会館

10:05-10:35 光台、上 上稲穂会館

循環器、輯肱
10: 50-11: 30 羽田穂、 回 甫岸生活改善センター 尿検査、血圧測定

20薩以上町
9日付d 13:30-14:00 代美和l英利河生活館 血液輸査

② 14: 15-14: 55 河、花石 花石生活改善センター 胸部X組樹齢 (40鼠以上
肺ガン枝野 金 住 民 15: 05-15: 45 中盤、住 中堅保曲稲祉会館 肺ガノ輸措)

15: 55-16: 35 士ロ 住吉生活改善セ〆タ

8 :30-10:00 日進舟町家

10: 15-10: 45 白石野町家

10: 55-11: 30 日進、 白 八束生活館

10日同
13: 15-13: 45 石 、八束 イマヌエ/レ帯内家

14: 00-14: 30 神丘、鈴 神丘福祉会館

14: 40-15: 20 I<i 多者 岡 会 館

15: 30-16: 45 市街地 光町里芋悶

18: 00-20 : 00 町民センター

11日幽
9:10-11:30 

市 4釘地
老人福祉センタ

13: 15-14: 15 町民センター

14日間 今金町民センタ

③ 般 本目 S炎 $ 九 位三 民 21日間 10: 00-15: 00 全地区 老人福祉センタ 位脱相蹴保瞳指導

28日間 今金町民センタ

④ 柾 姻 相盟 妊崎町方 15日凶
畳付時間

全地区 今金町民センタ
尿検査、血液検査助産婦

12:45-13:30 指導、曲科指導、保闘指導

⑤ 手L 児 相酷 生後6.9ヶ月児 17日同
畳付時間

全地区 今金町民センター 保睡指導
9:30-10:00 

⑥ l員 6ヶ月児阻怯 生桂I車7.8ヶ月児 17日榊
畳付時間

全地区 今金町民センター
問診.輸尿医師器察、由

12: 30-13: 00 科指導、保惜指導

13 : 05- 神丘小学校

15日凶
13 : 40- J4 田小学校

2回目
14: 10- 金原小学校
14 : 40- 八束小学校

3品以上で保育 今金幼稚園
インフノレエンサ2

所、幼稚園、小
16日同 13 : 00- 小百合保育園 今金町民センター " ⑦ 今金峰育所

予防接極 学校、中学校の 13 : 05- 崎)11'J' ~J!:棋 租川小学校
児童、生徒

18日幽
13 : 50-

書iiI中里小字枝 H 
14 : 10- 花石小学校
14 : 30- 英利河小学校

22白山) 13 : 00- 今金中学校生徒 今金中学校 H 

25日出 13 : 00- 今金"'''校児童 今金小学校

⑧ 育 児 購座 生桂 3ヶ月児 24日併合
畳付時間

全地区 今金町民センタ 保障指導
9:30-10:00 

⑨ 写L 児 瞳 符V ト
生挫4、7、10、

24日併Q
丑付時間

全地区 今金町民センタ
医師怯県慌健指導

12 ヶ月児 12: 30-13: 00 曲科指導常養指導

⑬ 無医地区巡回酷揮 白石地E住民 25日幽 畳14付;3時0間-15: 00 白石地区 白石舟町家 睦躍科目 外科

o H生 E且 憧 酷 生後 2ヶ月と 25 28日間) 13: 00-}4: 00 全地区 今金保随所 股間師X組出掛日以上向幼児

〕-1
 
〔



さめや訪0号
あ村栄

向
紅
営
営
訓
吋

11月の休日当番医
E④5321 

2①5011 

8②0221 

2②0324 

8⑦3021 

宮②0221

北桧山町国保病院(北桧山)

平 病 院(北桧山)

今金町国保病院(今金)

高田医院(今金)

惜崎病院(瀬棚)

今金町国保病院(今金)

3日

6日

13日

20日

23日

27日

材料。村 住民の動態 材料紳

在

前月吋比

8，165人(+5 ) 

3，956人(+1 ) 

4，209人(+4 ) 

2，508世帯(+ 2 ) 

王見末月9 

口

女

世帯数

男

人( 

長 -I;J:)南国代

長女)末広町

長女)南町

長女) キトマンケン

長女)緑町

長男)八幡町

長男)中花石

4女)上極川

2男)南町

g::Jおたんじようおめでとう

(政明弘

(哲夫九

(直行弘

(秀夫さん

(草設 さん

(1憂品ょうん

(淳さん

(尤-~I...

(雅知立

9月11日

9月11日

9月12日

9月25日

10月l日

10月 6日

10月 7日

10月8日

10月9日

き釦η

西 沙織、

工藤荊j乃、
杉本経各九

さおη

川崎沙級九
'̂ 

小助川昭子¥

新家子箱希'、
弦巻 伸、

植田墨江~
.t<!'<t多

宮下真直61

豊
田
小
と
老
人
ク
ラ
ブ

で
ク
リ
ー
ン
作
戦

固いつまでもおしあわせに

大輔さん(大和町)~松村津江美江(南町)

正幸三(高美町)~荒井 栄子会ん(寒具)

受

町

前
美
一
品

盟

高

金

78歳

75歳

86歳

圃お〈やみもう Lあげます

9月26日

9月27日

10月12日

讃岐喜男うん

八重樫善次郎弘

水野 つるさん

荷台iJ:j

松下

% 

% 

発
行
/
北
海
道
今
金
町
役
場
剛
②
0
1
T
T
番

rtx 

盟
田
小
児
童
と
史
田
老
人
ク
ラ
ブ

は
、
十
月
十
八
日
早
朝
か
ら
地
区
内

道
路
等
の
空
き
缶
や
ゴ
ミ
を
拾
う
ク

リ
ー
ン
作
戦
を
展
開
し
て
お
り
ま
し

た
。
毎
年
、
道
路
等
に
捨
て
ら
れ
て

い
る
空
き
缶
等
の
ゴ
ミ
の
量
は
、

一

向
に
減
ら
な
い
そ
う
で
す
。
町
を
き

れ
い
な
ま
ま
に
保
つ
た
め
に
は
、
み

な
さ
ん
一
人
ひ
と
り
が
「
捨
て
な

い」

「汚
さ
な
い
L

と
い
う
ル
ル
が
大

切
だ
と
思
い
ま
す
。
お
互
い
に
協
力

を
し
て
、
町
を
き
れ
い
に
い
た
し
ま

し
ょ
、
ヲ
。
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イ
ベ
ン
ト
用
半
纏
つ
く
る

町
交
通
安
全
運
動
推
進
委
貝
会
で

は
、
交
通
安
全
街
頭
啓
発
、
各
種
イ

ベ
ン
ト
用
の
半
組
二
十
苅
を
購
入
し

ま
し
た
。
色
は
下
地
を
オ
レ
ン
ジ
カ

ラ
、
背
中
に
グ
リ
ー
ン
色
の
町
章

を
あ
し
ら
い
、
交
通
安
全
の
椋
語
を

入
れ
た
も
の
で
す
。
町
内
の
各
種
行

事
、
イ
ベ
ン
ト
用
に
貸
出
し
を
す
る

そ
う
で
す
。
(
連
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